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ま
た
、
先
の
太
平
洋
戦
争
に
お

き
ま
し
て
、
６
万
６
４
３
名
も
の

諸
先
輩
が
犠
牲
と
な
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
も
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク

戦
争
な
ど
に
お
い
て
、
多
く
の
民

間
船
員
や
船
舶
が
そ
の
戦
禍
に
巻

き
込
ま
れ
、
日
本
人
船
員
も
犠
牲

と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
５
月
24
日
に
神
奈
川
県
立

観
音
崎
公
園
の「
戦
没
船
員
の
碑
」

に
お
い
て
、
第
50
回
戦
没
・
殉
職

船
員
追
悼
式
が
行
わ
れ
、
天
皇
、

皇
后
両
陛
下
の
ご
台
臨
を
賜
り
、

お
こ
と
ば
と
と
も
に
「
戦
没
船
員

の
碑
」へ
ご
供
花
を
賜
り
ま
し
た
。

　
本
組
合
は
、
不
幸
な
経
験
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
海
員
不
戦
の
誓

い
を
新
た
に
し
、
世
界
の
平
和
と

平
和
の
海
を
希
求
す
る
活
動
を
引

き
続
き
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
方
、
活
動
方
針
案
に
も
触
れ

ま
し
た
が
、
２
０
２
１
年
５
月
に

来
島
海
峡
に
て
発
生
し
た
内
航
貨

物
船
と
外
国
籍
ケ
ミ
カ
ル
船
の
衝

突
事
故
は
、
内
航
貨
物
船
に
乗
組

む
３
名
の
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
る

ば
か
り
か
、
事
故
原
因
が
究
明
さ

れ
な
い
ま
ま
に
、
本
年
２
月
に
内

航
貨
物
船
に
乗
組
む
航
海
士
に
刑

事
罰
の
判
決
が
下
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
判
決
は
、
現
場
の
船
員
へ
職

務
に
従
事
す
る
こ
と
へ
の
不
安
、

さ
ら
に
は
将
来
船
員
を
目
指
す
若

者
た
ち
に
と
っ
て
も
不
安
感
を
残

す
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
組
合
の
運
動
の
原
点
は
、
船

員
の
生
命
と
安
全
を
守
る
闘
い
で

あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
安
全
運

航
・
安
全
操
業
を
行
う
た
め
の
労

働
環
境
の
整
備
は
も
と
よ
り
、
海

難
防
止
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
て

松
浦
満
晴
組
合
長
あ
い
さ
つ

　
第
84
回
定
期
全
国
大
会
の
開

催
に
あ
た
り
ま
し
て
、
主
催
者
を

代
表
し
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま

す
。

　
今
回
の
定
期
全
国
大
会
は
、
北

海
道
の
地
「
函
館
市
」
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
函
館
市
は
、
天
然
の
良
港

で
あ
る
函
館
港
を
中
心
に
、
北
海

道
と
本
州
を
結
ぶ
交
通
の
要
所
と

し
て
、
大
正
か
ら
昭
和
戦
前
期
に

は
北
洋
漁
業
の
基
地
と
し
て
、
港

を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
町
で
あ

り
、
わ
れ
わ
れ
船
員
に
と
っ
て
も

ゆ
か
り
の
深
い
土
地
柄
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
こ
の
函
館
市
に
て
定
期
全
国
大

会
を
開
催
で
き
ま
す
こ
と
を
大
変

喜
ば
し
く
存
じ
ま
す
。
ご
協
力
と

ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係

者
の
皆
さ
ん
に
あ
ら
た
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
も
海
上
を
職
場
と

す
る
わ
れ
わ
れ
船
員
に
と
り
ま
し

て
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
。
緊
張
感
の
増
す

中
東
情
勢
、
収
束
の
見
え
な
い
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、

北
朝
鮮
か
ら
相
次
ぐ
飛
翔
体
発

射
、
さ
ら
に
は
台
湾
周
辺
と
南
シ

ナ
海
に
お
け
る
領
有
権
問
題
に
よ

る
高
ま
る
緊
張
感
な
ど
、
海
の
安

全
が
脅
か
さ
れ
る
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
本
組
合

は
情
勢
の
変
化
に
注
視
し
つ
つ
、

海
事
振
興
連
盟
を
は
じ
め
関
係
諸

団
体
、関
係
船
主
団
体
と
連
携
し
、

船
舶
航
行
と
漁
業
就
業
の
安
全
確

保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
い
り
ま
す
。

　
わ
れ
わ
れ
船
員
を
取
り
巻
く
課

題
は
数
多
く
山
積
を
し
て
お
り
ま

す
が
、
最
も
重
要
な
課
題
の
一
つ

に
、
船
員
の
後
継
者
確
保
育
成
が

ご
ざ
い
ま
す
。

　
超
少
子
高
齢
化
時
代
を
迎
え
つ

つ
あ
り
、
毎
年
申
し
上
げ
て
い
る

こ
と
で
す
が
、
若
い
人
た
ち
を
い

か
に
こ
の
産
業
に
迎
え
入
れ
る
か

と
い
う
こ
と
は
、
海
運
・
水
産
産

業
に
と
り
ま
し
て
喫
緊
か
つ
重
要

な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
船
員
の
確

保
育
成
は
、
非
常
に
長
く
の
時
間

を
要
し
ま
す
、
す
ぐ
に
は
船
員
は

育
ち
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
中
「
船
員
の
働
き

方
改
革
」
や
「
今
後
の
内
航
海
運

の
あ
り
方
」
が
盛
り
込
ま
れ
た
海

事
産
業
強
化
法
が
成
立
し
、
長
時

間
労
働
の
是
正
、
労
働
時
間
の
管

理
、
休
暇
の
取
得
、
健
康
確
保
に

向
け
、
船
員
法
や
内
航
海
運
業
法

な
ど
関
連
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
が
船
員
の
労
働
環
境

の
改
善
に
繋
が
り
、
若
年
船
員
を

呼
び
込
み
、
定
着
率
を
上
げ
る
た

め
、
国
の
積
極
的
な
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　
船
員
の
確
保
育
成
は
、
一
義
的

に
は
国
の
責
任
で
あ
り
、
な
に
よ

り
も
国
が
こ
の
産
業
の
重
要
性

を
し
っ
か
り
と
認
識
し
て
い
た
だ

き
、
国
の
責
任
で
必
要
な
船
員
を

確
保
育
成
す
べ
き
で
す
。

　
海
を
職
場
・
生
活
の
場
と
す
る

わ
れ
わ
れ
船
員
は
、
昼
夜
を
問
わ

ず
、
今
こ
の
時
も
、
世
界
の
海
で
、

わ
が
国
沿
岸
で
、
安
全
航
海
に
そ

し
て
ま
た
水
産
食
料
確
保
の
た
め

に
安
全
操
業
に
従
事
を
し
、
わ
が

国
の
経
済
の
維
持
・
発
展
と
国
民

生
活
の
安
定
に
必
要
不
可
欠
な
存

在
で
す
。

　
わ
れ
わ
れ
全
日
本
海
員
組
合

は
、
船
員
の
産
業
別
労
働
組
合
と

し
て
、
海
と
水
辺
を
職
場
と
す
る

現
場
組
合
員
の
安
全
と
雇
用
、
そ

し
て
家
族
の
生
活
を
守
り
、
船
員

の
地
位
向
上
を
図
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
結
び
に
、
本
日
ご
参
集
い
た
だ

き
ま
し
た
代
議
員
各
位
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
現
場
組
合
員
の
負

託
に
応
え
る
、
確
固
た
る
活
動
方

針
を
構
築
す
べ
く
、
真
摯
か
つ
熱

心
な
討
議
を
お
願
い
い
た
し
ま
し

て
、
開
会
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

10
月
25
、
26
日
の
２
日
間
、
北
海
道
函
館
市
の
函
館
市
民
会
館
に
お
い
て
、
第
84
回
定
期
全
国

大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
大
会
初
日
は
、
第
78
年
度
活
動
報
告
と
会
計
報
告
、
活
動
方
針
案
第
１
号

議
案
を
審
議
し
た
結
果
、
絶
対
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。
大
会
２
日
目
は
、
午
前
中
に
外
航
・
水
産

・
国
内
の
各
分
科
会
議

（第
２
号
議
案
、
第
３
号
議
案
、
第
４
号
議
案
）
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
、

午
後
は
第
５
号
議
案
を
審
議
し
、
第
79
年
度
活
動
方
針
が
決
定
さ
れ
た
。

第84回定期全国大会を開催
活発な議論で第79年度活動方針が決定活発な議論で第79年度活動方針が決定活発な議論で第79年度活動方針が決定

海
運
の
未
来
は
日
本
の
未
来
！

海
運
の
未
来
は
日
本
の
未
来
！

松浦満晴組合長

魅
力
あ
る
職
場
環
境
を
構
築
し

次
世
代
の
若
者
達
を
育
て
よ
う
！
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種
機
構
委
員
の
確
認
と
各
種
委
員

会
委
員
の
指
名
が
行
わ
れ
た
。

　
続
い
て
、
松
浦
満
晴
組
合
長
の

あ
い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
出

席
い
た
だ
い
た
来
賓
各
位
か
ら
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
、
政
治
参
与
で
あ

る
国
民
民
主
党
代
表
玉
木
雄
一
郎

衆
議
院
議
員
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
岸
田
文
雄
自
民
党
総

裁
、
鈴
木
直
道
北
海
道
知
事
、
徳

永
エ
リ
参
議
院
議
員
、
ス
テ
ィ
ー

ブ
・
コ
ッ
ト
ン
Ｉ
Ｔ
Ｆ
書
記
長
か

ら
の
祝
電
が
披
露
さ
れ
た
。

※
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

い
た
方
々
の
お
名
前
、
団
体
名
、

会
社
名
に
つ
い
て
は
、
海
員
１
月

号
に
掲
載
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
定
期
全
国
大
会
は
、
10
月
25
日

午
前
９
時
30
分
に
開
会
し
、
齋
藤

洋
大
会
準
備
委
員
長
の
報
告
の

後
、
土
屋
文
平
資
格
審
査
委
員
長

か
ら
資
格
審
査
の
結
果
、
大
会
成

立
要
件
を
完
全
に
満
た
し
て
い
る

こ
と
が
報
告
さ
れ
、
満
場
の
拍
手

で
大
会
成
立
を
確
認
し
た
。

　
議
長
に
松
本
順
一
北
海
道
地
方

支
部
長
、
副
議
長
に
髙
宮
成
昭
関

東
地
方
支
部
長
、
浦
隆
幸
関
西
地

方
支
部
長
が
選
出
さ
れ
た
後
、
各

　
午
後
の
本
会
議
で
は
、
齋
藤
洋

大
会
運
営
委
員
長
か
ら
報
告
が
行

わ
れ
た
後
、
田
中
伸
一
組
合
長
代

行
か
ら
執
行
部
登
録
者
全
国
委
員

部
属
指
定
が
行
わ
れ
、
議
場
の
承

認
を
受
け
た
。

　
続
い
て
、
鈴
木
順
三
組
合
長
代

行
か
ら
第
78
年
度
活
動
報
告
が
行

わ
れ
、
代
議
員
と
本
部
側
の
活
発

な
質
疑
・
応
答
を
経
て
、
第
78
年

度
活
動
報
告
は
絶
対
多
数
で
承
認

さ
れ
た
。

　
次
に
、
齋
藤
洋
中
央
執
行
委
員

か
ら
第
78
年
度
会
計
報
告
が
行
わ

れ
、
質
疑
応
答
を
経
て
、
絶
対
多

数
で
承
認
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
松
浦
満
晴
組
合
長
か

ら
第
79
年
度
活
動
方
針
案
第
１
号

議
案
「
当
面
の
課
題
」
に
つ
い
て

提
案
さ
れ
た
後
、
２
件
の
地
区
提

出
議
案
（
修
正
案
）
が
上
程
さ

れ
、
併
托
審
議
に
移
っ
た
。

　
代
議
員
各
位
か
ら
の
活
発
な
議

論
で
理
解
を
深
め
た
後
、
組
合
本

部
と
地
区
提
出
議
案
提
案
者
の
見

解
が
示
さ
れ
、
１
件
の
地
区
提
出

議
案
は
取
り
下
げ
ら
れ
た
。

　
挙
手
に
よ
る
採
決
の
結
果
、
第

１
号
議
案
「
当
面
の
課
題
」
は
絶

対
多
数
で
承
認
さ
れ
、
大
会
初
日

が
終
了
し
た
。

第
78
年
度
活
動
報
告・会
計
報
告

第
79
年
度
活
動
方
針
案
第
１
号
議
案
を
審
議・承
認

午
後
の
部

大大
会会
初日初日初日

船
員
に
ゆ
か
り
の
深
い
函
館
で
大
会
開
催

多
く
の
来
賓
が
祝
福
に
駆
け
つ
け
た

午
前
の
部

大泉潤函館市長

衛藤征士郎海事振興連盟会長

住野敏彦全日本交通運輸産業
労働組合協議会議長 逢坂誠二衆議院議員

議長団（左から浦隆幸副議長、松本順一議長、髙宮成昭副議長）

芳野友子日本労働組合総連合会会長

酒井智代子全国海友婦人会会長
足立賢次全日本港湾運輸
労働組合同盟会長

第１号議案の審議

大会に出席された来賓各位

前列が中央執行委員



（3）　　2023年（令和５年）11月15日 第 3037 号（第３種郵便物認可）

国
内
分
科
会
議

　
国
内
分
科
会
議
は
、
議
長
に
浅

野
忠
行
関
東
地
方
支
部
長
代
行
兼

新
潟
支
部
長
、
副
議
長
に
住
成
信

九
州
関
門
地
方
支
部
副
支
部
長
と

山
崎
主
一
津
軽
海
峡
フ
ェ
リ
ー
株

式
会
社
職
場
委
員
を
選
出
し
た
。

　
続
い
て
、
本
年
８
月
１
日
以
降

の
国
内
部
の
主
要
な
活
動
８
項
目

に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
、
代
議

員
各
位
か
ら
▽
商
船
三
井
フ
ェ
リ

ー
株
式
会
社
と
株
式
会
社
フ
ェ
リ

ー
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
の
合
併
に
つ
い

て
▽
本
四
架
橋
Ａ
・
Ｄ
・
Ｅ
ル
ー

ト
合
同
本
・
支
部
連
絡
会
議
に
つ

い
て
▽
日
本
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
労
務

協
会
と
の
定
年
協
議
会
に
つ
い
て

▽
冨
士
運
輸
株
式
会
社
の
労
働
債

権
確
保
状
況
に
つ
い
て
―
な
ど
の

意
見
・
質
問
が
出
さ
れ
、
本
部
側

か
ら
説
明
を
行
い
、
理
解
を
深
め

た
。

　
次
に
、
国
内
部
属
全
国
常
任
委

員
補
充
選
挙
が
行
わ
れ
、
平
岡
英

彦
中
央
執
行
委
員
か
ら
第
４
号
議

案
「
国
内
部
門
の
活
動
に
つ
い

て
」
を
提
案
し
た
後
、
国
内
分
科

会
議
に
併
托
審
議
さ
れ
た
「
道
南

地
区
―
第
１
号
決
議
案
」
に
つ
い

て
提
案
者
か
ら
上
程
が
な
さ
れ
、

審
議
に
入
り
、
活
発
な
議
論
を
も

っ
て
審
議
を
終
え
、「
道
南
地
区

―
第
１
号
決
議
案
」
に
つ
い
て

は
、
決
議
案
委
員
会
に
お
い
て
修

文
の
上
、
受
け
入
れ
る
こ
と
と
な

り
、
第
４
号
議
案
「
国
内
部
門
の

活
動
に
つ
い
て
」
は
、
採
決
の
結

果
、
絶
対
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

　
最
後
に
田
中
伸
一
組
合
長
代
行

か
ら
あ
い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
、
終

了
し
た
。

外
航
分
科
会
議

　
外
航
分
科
会
議
は
、
議
長
に
山

﨑
秀
和
関
西
地
方
支
部
長
代
行
、

副
議
長
に
嶋
津
勇
生
九
州
関
門
地

方
支
部
次
長
、
西
川
信
之
商
船
三

井
ク
ル
ー
ズ
株
式
会
社
職
場
委
員

を
選
出
し
た
。

　
続
い
て
、
外
航
部
属
全
国
常
任

委
員
補
充
選
挙
が
行
わ
れ
た
後
、

国
際
局
か
ら
の
報
告
事
項
と
し

て
、
外
航
関
係
８
項
目
、
国
際
関

係
２
項
目
の
主
要
な
活
動
に
つ
い

て
報
告
が
行
わ
れ
、
代
議
員
各
位

か
ら
は
▽
Ｉ
Ｔ
Ｆ
メ
キ
シ
コ
シ
テ

ィ
ポ
リ
シ
ー
見
直
し
委
員
会
に
お

け
る
論
議
の
詳
細
に
つ
い
て
▽
Ｉ

Ｔ
Ｆ
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー

に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
「
ジ

ェ
ニ
ュ
イ
ン
リ
ン
ク
」
の
解
釈
に

つ
い
て
▽
「
船
内
食
料
購
入
要

領
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
▽
Ｉ
Ｂ

Ｆ
地
域
交
渉
と
中
央
交
渉
の
違
い

に
つ
い
て
―
な
ど
の
意
見
・
質
問

が
あ
り
、
本
部
側
か
ら
説
明
を
行

い
、
理
解
を
深
め
た
。

　
次
に
、
池
谷
義
之
中
央
執
行
委

員
か
ら
第
２
号
議
案
「
国
際
・
外

航
部
門
の
活
動
に
つ
い
て
」
な
ら

び
に
地
区
提
出
議
案
提
案
者
か
ら

修
正
案
１
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議

に
入
り
、
活
発
な
議
論
を
も
っ
て

第
２
号
議
案
な
ら
び
に
地
区
提
出

議
案
の
審
議
を
終
え
、
第
２
号
議

案
「
国
際
・
外
航
部
門
の
活
動
に

つ
い
て
」
を
挙
手
に
よ
る
採
決
の

結
果
、
絶
対
多
数
で
可
決
し
た
。

　
最
後
に
松
浦
満
晴
組
合
長
か
ら

あ
い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
、
終
了
し

た
。

水
産
分
科
会
議

　
水
産
分
科
会
議
は
、
議
長
に
岡

本
裕
二
中
・
四
国
地
方
支
部
副
支

部
長
、
副
議
長
に
西
田
章
人
三
崎

支
部
次
長
と
深
川
隼
輔
日
本
海
洋

事
業
株
式
会
社
職
場
委
員
を
選
出

し
た
。

　
続
い
て
、
髙
橋
健
二
中
央
執
行

委
員
か
ら
本
年
８
月
１
日
以
降
の

水
産
部
門
の
主
要
な
活
動
、
姫
路

司
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
代
表
か
ら
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
代
表
部
の
活
動
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
、
代
議

員
各
位
か
ら
▽
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ

漁
業
最
低
賃
金
に
つ
い
て
▽
海
業

の
振
興
に
つ
い
て
▽
海
船
協
海
外

労
働
事
業
調
査
に
つ
い
て
▽
日
本

か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
協
同
組
合

と
の
労
使
懇
談
会
に
つ
い
て
▽
関

鯨
丸
の
乗
組
み
定
員
に
つ
い
て
―

な
ど
の
意
見
・
質
問
が
出
さ
れ
、

本
部
か
ら
答
弁
を
行
い
、
活
発
な

意
見
交
換
を
行
う
中
で
理
解
を
深

め
た
後
、
８
月
１
日
以
降
の
水
産

部
門
の
活
動
報
告
が
確
認
さ
れ

た
。

　
次
に
、
水
産
部
属
全
国
常
任
委

員
補
充
選
挙
が
行
わ
れ
、
髙
橋
健

二
中
央
執
行
委
員
か
ら
第
３
号
議

案
「
水
産
部
門
の
活
動
に
つ
い
て
」

が
提
案
さ
れ
、
審
議
に
入
り
、
活

発
な
議
論
で
理
解
を
深
め
た
後
、

挙
手
に
よ
る
採
決
を
行
っ
た
結

果
、
満
場
一
致
で
第
３
号
議
案｢

水
産
部
門
の
活
動
に
つ
い
て｣

が

採
択
さ
れ
た
。

　
最
後
に
鈴
木
順
三
組
合
長
代
行

か
ら
あ
い
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
、
終

了
し
た
。

　
午
後
の
会
議
で
は
、
午
前
中
に

行
わ
れ
た
外
航
分
科
会
議
、
水
産

分
科
会
議
、
国
内
分
科
会
議
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
、
満
場

の
拍
手
で
確
認
さ
れ
た
。

　
続
い
て
、
鈴
木
順
三
組
合
長
代

行
か
ら
第
５
号
議
案
「
第
79
年
度

総
予
算
お
よ
び
設
備
計
画
」
に
つ

い
て
提
案
が
あ
り
、
審
議
を
経
て

絶
対
多
数
で
承
認
さ
れ
、
第
79
年

度
の
活
動
方
針
が
決
定
さ
れ
た
。

　
次
に
、
統
制
委
員
の
補
充
選
挙

が
行
わ
れ
た
後
、
新
組
織
紹
介
が

行
わ
れ
、
八
馬
汽
船
株
式
会
社
陸

第
５
号
議
案
を
審
議
・
承
認

絶
対
多
数
で
第
79
年
度
活
動
方
針
を
決
定

午
前
の
部

午
後
の
部

大大
会会
２日目２日目２日目

各
分
科
会
議
を
開
催
し
、第
２
号
議
案
、

第
３
号
議
案
、第
４
号
議
案
を
審
議・承
認

外航分科会議のようす水産分科会議のようす

国内分科会議のようす

上
部
門
の
組
合
員
１
名
が
登
壇

し
、
満
場
の
拍
手
で
歓
迎
さ
れ

た
。

　
最
後
に
中
央
執
行
委
員
を
代
表

し
、
松
浦
満
晴
組
合
長
か
ら
あ
い

さ
つ
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
ガ
ン
バ

ロ
ー
三
唱
で
締
め
く
く
り
、
全
国

大
会
を
終
了
し
た
。

ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱

新組織紹介（八馬汽船陸上部門）
山本銀河事務部職員
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職
し
て
い
る
。

山
口
県
立
大
津
緑
洋
高
等
学
校

　
２
０
１
１
年
４
月
に
長
門
市
内

の
県
立
高
校
３
校
（
大
津
・
日
置

農
業
・
水
産
）
を
統
合
し
て
新
設

さ
れ
た
。
本
科
で
あ
る
海
洋
技
術

科
・
海
洋
科
学
科
、
専
攻
科
に
分

か
れ
、
人
材
を
育
成
し
て
い
る
。

　
本
科
３
年
間
の
学
校
生
活
で
第

二
級
海
上
特
殊
無
線
技
士
、
一
級

小
型
船
舶
操
縦
士
の
資
格
が
取

得
で
き
る
。
長
崎
、
福
岡
、
山
口

の
三
県
が
共
同
運
航
し
て
い
る
漁

業
実
習
船
「
海
友
丸
」
で
の
実
習

を
経
て
、
四
級
海
技
士
（
航
海
）

（
機
関
）
の
筆
記
免
除
の
取
得
も

可
能
。
卒
業
後
は
、
海
運
業
や
漁

業
な
ど
に
就
業
、
専
攻
科
や
水
産

大
学
校
、
海
上
技
術
短
期
大
学
校

な
ど
に
進
学
し
て
い
る
。

大
分
県
立
海
洋
科
学
高
等
学
校

　
本
科
３
年
間
で
第
二
級
海
上
特

殊
無
線
技
士
、
一
級
小
型
船
舶
操

縦
士
、
潜
水
士
免
許
を
取
得
で

き
る
。
大
型
実
習
船
「
翔
洋
丸
」

（
２
０
１
９
年
４
月
か
ら
、
本
校

と
香
川
県
立
多
度
津
高
等
学
校
で

共
同
運
航
）
で
の
乗
船
実
習
を
経

て
、
五
級
海
技
士
（
航
海
）（
機

関
）
の
筆
記
免
除
も
取
得
可
能
。

　
専
攻
科
で
は
、
三
級
海
技
士

（
航
海
）（
機
関
）
の
筆
記
免
除
の

ほ
か
、
第
一
級
海
上
特
殊
無
線
技

士
や
船
舶
衛
生
管
理
者
の
資
格
が

取
得
で
き
る
。

　
卒
業
後
は
海
運
会
社
の
ほ
か
、

自
衛
隊
（
海
上
・
陸
上
）
や
大
分

県
職
員
に
就
職
し
て
い
る
。

◇

　
九
州
関
門
地
方
支
部
は
今
後
も

各
校
と
連
携
し
、
船
員
後
継
者
の

確
保
・
育
成
に
努
め
て
い
く
。

族
・
関
係
者
は
色
鮮
や
か
な
テ
ー

プ
を
手
に
「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い

！
」「
マ
グ
ロ
を
い
っ
ぱ
い
と
っ

て
き
て
ね
！
」
と
声
を
か
け
た
。

福
島
と
遠
洋
マ
グ
ロ
は
え
縄
漁

　
江
戸
・
明
治
の
時
代
か
ら
、
小

名
浜
港
・
中
之
作
港
・
江
名
港

を
中
心
に
漁
業
が
発
展
。
冷
凍

マ
グ
ロ
類
の
水
揚
げ
に
関
し
て

は
、
県
の
練
習
船
「
福
島
丸
」
が

２
０
１
０
年
か
ら
小
名
浜
港
へ
水

揚
げ
を
行
っ
て
き
た
。

　
２
０
１
４
年
以
降
は
震
災
復
興

と
、
地
域
の
活
性
化
、
魚
市
場
、

水
揚
・
冷
凍
施
設
の
有
効
活
用
を

図
る
た
め
、
遠
洋
マ
グ
ロ
は
え
縄

漁
船
が
、
漁
獲
し
た
冷
凍
マ
グ
ロ

類
の
水
揚
げ
を
続
け
「
い
わ
き
産

マ
グ
ロ
」
と
し
て
全
国
へ
発
信

し
、
風
評
被
害
払
し
ょ
く
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
燃
油
・
資
材
の
価

格
高
騰
、
修
繕
費
用
の
増
加
に
対

応
し
な
が
ら
、
省
エ
ネ
化
や
冷
凍

10
月
６
日
、
株
式
会
社
漁
福
の

遠
洋
マ
グ
ロ
は
え
縄
漁
船
「
第
一

漁
福
丸
」（
４
７
９
ト
ン
）
が
約

一
年
間
操
業
す
る
た
め
、
太
平
洋

の
西
経
漁
場
に
向
け
、
気
仙
沼
港

か
ら
出
港
し
た
。

　
国
内
へ
の
安
心
・
安
全
な
刺
身

用
マ
グ
ロ
の
国
内
供
給
、
水
産

業
・
関
連
産
業
を
含
め
た
地
域
経

済
へ
の
貢
献
と
い
う
、
大
切
な
役

割
を
担
う
本
船
。
そ
の
見
送
り
に

は
乗
組
員
の
家
族
や
関
係
者
、
約

２
０
０
人
が
駆
け
つ
け
た
。

　
出
港
前
、
作
業
甲
板
に
乗
組
員

が
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用

し
て
勢
ぞ
ろ
い
。
見
送
り
に
来
た

関
係
者
と
と
も
に
、
安
全
と
豊
漁

を
願
っ
て
乾
杯
し
た
。
千
葉
義
範

漁
労
長
は
「
見
送
り
、
あ
り
が
と

う
。
乗
組
員
で
力
を
合
わ
せ
、
安

全
に
頑
張
っ
て
く
る
」
と
力
強
く

あ
い
さ
つ
し
た
。

　
大
漁
旗
を
な
び
か
せ
な
が
ら
本

船
が
出
港
す
る
と
、
見
送
る
家

運
搬
船
の
確
保
、
船
員
後
継
者
の

確
保
・
育
成
、
船
員
の
作
業
負
荷

軽
減
な
ど
に
取
り
組
む
福
島
県
の

遠
洋
マ
グ
ロ
は
え
縄
漁
船
。

　
主
漁
場
は
太
平
洋
西
経
漁
場

で
、
日
本
か
ら
１
万
２
０
０
０
㎞

も
離
れ
た
ハ
ワ
イ
と
南
米
の
中
間

に
位
置
し
、
お
よ
そ
北
緯
10
度
か

ら
南
緯
20
度
、
西
経
１
０
０
度
か

ら
１
４
０
度
に
囲
ま
れ
る
広
大
な

漁
場
。
平
年
４
〜
７
月
は
北
緯
、

８
〜
翌
３
月
は
南
緯
が
主
た
る
漁

場
と
な
る
た
め
、
移
動
距
離
が
長

い
上
、
移
動
し
た
先
で
も
魚
群
探

索
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
西
経
漁
場
は
年
間
を
通
じ
て
、

メ
バ
チ
や
キ
ハ
ダ
の
好
漁
場
。
メ

バ
チ
の
赤
身
は
色
鮮
や
か
で
、
刺

身
用
マ
グ
ロ
と
し
て
の
消
費
量
が

最
も
多
い
。
特
に
９
〜
11
月
に
か

け
南
緯
漁
場
で
取
れ
た
メ
バ
チ

は
、
良
質
な
赤
身
に
中
ト
ロ
程
度

の
脂
が
乗
り
、
評
価
が
高
い
。
豊

漁
が
期
待
さ
れ
る
。

小名浜
支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事遠洋マグロはえ縄漁船

「第一漁福丸」」
気仙沼港から出港気仙沼港から出港

株式会社漁福株式会社漁福株式会社漁福

九州関門
地方支部
＝発信

全国発信記事全国発信記事
優秀な海技者の養成に取り組む優秀な海技者の養成に取り組む

九州関門の九州関門の
船舶職員養成施設船舶職員養成施設

国
立
唐
津
海
上
技
術
短
期
大
学
校

　
対
岸
に
唐
津
城
を
望
め
る
場
所

に
あ
る
国
立
唐
津
海
上
技
術
学
校

が
、
来
年
４
月
に
短
期
大
学
校
と

し
て
開
校
、
定
員
45
人
の
航
海
専

科
と
な
り
、
航
海
士
の
養
成
に
特

化
す
る
。

　
２
年
間
の
学
校
生
活
で
は
第
一

級
海
上
特
殊
無
線
技
士
の
ほ
か
、

校
内
練
習
船
「
あ
さ
か
ぜ
」
を
は

じ
め
、
大
型
練
習
船
「
日
本
丸
」

「
海
王
丸
」「
大
成
丸
」「
銀
河
丸
」

「
青
雲
丸
」
で
の
６
カ
月
の
乗
船

実
習
を
経
て
、
卒
業
後
の
口
述
試

験
に
合
格
す
れ
ば
、
四
級
海
技
士

（
航
海
）
の
資
格
が
取
得
で
き
る
。

　
卒
業
後
は
貨
物
船
、
タ
グ
ボ
ー

ト
・
作
業
船
、
フ
ェ
リ
ー
・
旅
客

船
、
官
庁
船
、
調
査
船
な
ど
に
就

　

九
州
と
山
口
県
に
は
、
短
期
大
学
化
を
間
近
に
控
え
た
唐
津

海
上
技
術
学
校
の
ほ
か
、
優
秀
な
海
技
者
の
養
成
に
取
り
組

む
学
校
が
多
数
あ
る
。
こ
こ
で
は
次
の
三
校
を
紹
介
し
た
い
。

授業風景

海洋科学高校の乗船実習 大津緑洋高校

唐津海上技術学校

　
２
０
２
３
年
11
月
15
日

中
央
選
挙
委
員
会　
議
長　
　
　
齋
藤　
洋

第
39
期
全
国
委
員
の
資
格
喪
失
告
示

　
一
、
次
の
者
は
、
規
約
第
47
条
Ａ
項
６
号
に
よ
り
、
全
国
委

員
資
格
を
喪
失
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　
《
地
方
区
・
地
方
単
位
》

　
０
４　
関
西

岡
田　
光
繁

　
二
、
次
の
者
は
、
規
約
第
47
条
Ａ
項
８
号
に
よ
り
、
全
国
委

員
資
格
を
喪
失
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　
《
企
業
区
・
企
業
単
位
》

　
０
３
１　
関
東
地
区
外
航
Ｂ
グ
ル
ー
プ

桝
永　
誠
也

第
39
期
全
国
委
員
・
補
充
選
挙
の
告
示

　
規
約
第
45
条
お
よ
び
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
に
基
づ
き
、

第
39
期
全
国
委
員
補
充
選
挙
の
実
施
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

　
一
、
補
充
選
挙
を
行
う
選
挙
単
位
と
補
充
定
員

　
《
選
挙
単
位
コ
ー
ド
・
単
位
名
》

　
地
方
単
位　
０
４　
　
関
西

２
名

　
企
業
単
位　
０
３
１　
関
東
地
区
外
航
Ｂ
グ
ル
ー
プ

１
名

　
二
、
補
充
選
挙
の
実
施
日
程

　
立
候
補
届
出
期
間　
　
　
２
０
２
３
年
11
月
15
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
３
年
11
月
24
日
ま
で

　
候
補
者
告
示　
　
　
　
　
２
０
２
３
年
11
月
25
日

　
投
票
期
間　
　
　
　
　
　
２
０
２
３
年
11
月
25
日
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
０
２
３
年
12
月
24
日
ま
で

　
当
選
人
告
示　
　
　
　
　
２
０
２
３
年
12
月
25
日
（
予
定
）

　
三
、
補
充
選
挙
の
被
選
挙
人

　
（
１
）
地
方
区

　
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ａ
項
に
よ
り
、
補
充
選
挙
告
示

日
に
当
該
地
方
単
位
の
支
部
機
関
に
配
属
さ
れ
て
お
り
、
選
挙

資
格
を
有
す
る
執
行
部
員
と
す
る
。

　
（
２
）
企
業
区

　
全
国
委
員
選
挙
規
則
第
25
条
Ｂ
項
に
よ
り
、
補
充
選
挙
告
示

日
に
補
充
選
挙
を
行
う
企
業
単
位
に
所
属
す
る
完
全
資
格
組
合

員
と
す
る
。

　
四
、
立
候
補
の
届
け
出

　
立
候
補
を
す
る
者
は
、
全
国
委
員
選
挙
規
則
付
表
の
一
に
定

め
る
様
式
に
基
づ
く
立
候
補
届
を
担
当
地
区
選
挙
委
員
会
へ
提

出
す
る
こ
と
。

　
五
、
補
充
選
挙
の
実
施
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

中
央
選
挙
委
員
会
事
務
局
（
総
務
部
）

以　
上
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